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ＪＡＸＡの研究活動～安心で豊かな社会の実現のために 

 航空機の環境に対する悪影響をなくす ⇒ 低騒音化、燃費向上 

 航空の安全性を向上する   ⇒ 気象事故の防止 

 航空機利用により安心な社会を実現する ⇒ 災害対応技術 

 航空機の新しい分野を開拓する  ⇒ 超音速機、電動航空機 
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情報収集 

救助 

救急 

消火 

物資輸送 

災害時におけるヘリコプタの活用例 

 阪神淡路大震災から災害時におけるヘリコプタの有効性が明らかに 

 今日のお話 「これまでの研究開発」と「今後の展望」 

 キーワード 「如何に迅速に対応するか？」=>「D-NET」 
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【今まで】 ヘリが任務を行うまで 

市役所１ 

119番 

110番 
県庁 

空港・基地 警察１ 

消防１ 被災地 
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 被災地が広範囲に及び、多数のヘリが任務にあたった場合... 

 運用拠点が被災すると、想定シナリオどおりに対応できない 

 多数の機体が同時に集結すると給油／任務待ち時間が長くなる 

 空振り出動（既に任務の必要がなくなっていた） 

 重複出動（複数のヘリコプタが同じ任務にあたってしまった） 

 拠点・航空機間の通信遮蔽、複数機体が同時に送話する混線 

東日本大震災で明らかになった課題 

機関名称 活動機数
自衛隊 220
海保 39
消防 47
警察 17

ドクヘリ 15

総計 338

如何に情報を共有し、 
効率的に運航を管理するかがカギ 

各機関の 
最大集結機数 

（東日本大震災） 
（JAXA集計） 

災害救援航空機情報共有ネットワーク（D-NET） 
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災害救援航空機情報共有ネットワーク（D-NET） 

イリジウム衛星 
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D-NET地上端末 

 『どこに』『だれが』いるか、 

 『どのような任務』に就いているかが一目瞭然 
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統合的な最適運航管理 

D-NET有による
飛行経路結果 

D-NET無による
飛行経路結果 

 首都直下地震を想定したD-NET導入効果のシミュレーション 

 多数機（425機）が飛行する高密度状態において安全な救援活動を実現 

 各機の性能・装備品、運航（離着陸、任務実施、給油等）、情報伝達
（電話・FAX、イリジウム衛星通信等）等をモデル化 

 情報共有により無駄を省き、達成任務は約2倍に増加（31→57回/時） 
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東日本大震災で明らかになった課題 

 D-NET適用により、救援効率は向上しましたが・・・ 
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発災当日（3/11） 

日出5:54 
（3/12） 

日没17:40 
（3/12） 

3/11 
3/12 
3/13 

運
航
回
数
【
回
】

 

活動時間帯 発災2日目（3/12） 

飛行軌跡（2011/3/11,12） 救援活動実績（2011/3/11,12,13） 

■ 被災地域が広域（被災面積は阪神・淡路大震災の約40倍）にわたったこと、発災から日没まで3

時間程度しかなかったこと、被災地域が天候不良であったことがヘリコプタによる情報

収集の妨げとなった。 

■ 東日本大震災では、情報の収集、判断に時間を要し、初動時の円滑な救援活動が困

難であった。 

航空機による 
情報収集・救援活動少 

夜間の 
運航回数減 

夜間の 
運航回数減 



災害救援航空機統合運用システム（D-NET2） 
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 夜間や天候不良時の災害初動に対応できる 

 陸域観測衛星や無人機によって取得される災害情報を有効活用 



D-NET2機能試作によるユーザ評価 

 総務省消防庁、神戸市、災害医療センター等と連携して開発中 

 内閣府の広域医療搬送訓練に参加。 
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インタラクティブ・プロジェクタを 
活用した災害情報 

（道路情報・液状化）の入力 

個人用端末による情報共有 

大型ディスプレイによる情報共有 

災害救援航空機 
／車両 

動態管理情報 

被災情報 
（人工衛星からの浸水情報） 

情報統合 
情報共有 
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まとめと今後の展望 

 D-NET2の活用によって、より積極的に任務を遂行できる 

 今後も巨大災害に立ち向かうよう技術開発を進めていきたい 
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ご静聴ありがとうございました。 
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